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産業革命期南ウェ -Jレズ鉄工業

における企業者活動

←ーグロ -v"，- イ家の場合ー一

角 山

I 産業革命期における商ウェーJ~ズ鉄工業の地位

費を

繊維士業の近代的発達を「典型的|産業革命とすれば，鉄工業におけるそれ

はしばしば「非典型的」産業革命といわれている。「非典型的」という意味は，

二つある。一つは木棉工業におけるような工場制度の発展はなにも産業革命期

にはじめて現われたのではなく，鉄工業の場合は古くから賃労働者を工場の中

で作業させており，産業革命期に変化したのは規模と技術とにすぎなかったと

いうこと，いま一つは，技術革命が木棉工業におけるような労働節約的なもの

でなく，むしろコーグス製鉄法にみられるような燃料転換ないし燃料節約，つ

まり資本節約的であったということである。

しかし鉄工業における技術変化は，語の真の意味における「産業革命」を意

味するのであろうか。技術革命はたしかに産業草命のための技術的基盤を提供

するであろう。 その限りでは， たしかに 18世紀はじめのアプラハム・ダービ

ーによる銑鉄生産のためのコークス融解法の発明は，産業革命の出発点をなす

であろうし，また 1780 年代の~- ":/リ・コートの棒欽生産のためのパドノレ法の完

成をもって，産業革命の一応の終結とみなしてよいであろう O とすれば，イギ

リス鉄工業における革命的変化は 18世紅はじめから始まったとすべきであろ

うか。教科書における叙述は，アシュトンの研究にもとづいて，大ていそこか

ら古台めている九

1) 例えば小松芳喬警『英国産業革命史JI1957年再訂版 p. 92以下o T. S. Ashtonの研究は
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しかし産業革命が二部門分割の再生産軌道の確立を意味するものとすれば九

第一部門(生産財生産部門)の基礎素材部門を構成する鉄工業は，機械による機

械の生産が確立し， 機械 が原則として鉄骨素材として生産されるようになる

1820-30年代になってはじめて，真の意味における第一部門を形成するはずで

ある九それまでの鉄ム業は機械工業の基礎部門として ではなく，主として兵

器工業の大量の需要によって存在していた。もとより釘，錠前，農具などの原

料としてかなりの鉄需要があったけれども. 18世紀の製鉄業は，一部の例外は

あるが，殆ど軍需産業として成長したものといってよし件。

ここではこうした軍需工業を基盤として成長してくる 南ウェーノレズの鉄工

業，なかでもグロ ジヱ イ 家 (C目 wshays) の勃興過程壱あ と づ け て み た い と 思

つ。

まず南ウヱーノレズ鉄工業は，イギリス産業革命期の鉄工業全体の中でどのよ

うな地位壱占めていたか。鉄生産の技術的進歩の段階に応じて，南ウェーノレズ

鉄工業の比重も異るので，一応次の四つの発展段階に分けて概観したい。

第 I期 (1700-5日年) まだ木炭が製鉄燃料において支配的な段階である。

Iron & Steu同 theInd~ω trial Revolution. 1924である。 もしとう Lた技術革命を重視するな

らば わが国自銑工業に反射炉が導入された184かー50年をもって産業革命の開始とすべきである
が，そうした見解が正しくないことは自明のことであろう。

2) 産業革命」をいかに定義するかはj 一世紀におよぶ研究史が示しているように，大へん厄介

な作業である。その研究史の概要については さし当り岡田与好「産業革命諭の変遷J高橋幸八
郎嗣『産業革命の研究Jl 1965年 所収，拙稿「産業革命へのアプロープ J C歴史学研究』舘264

号， 1962年!をみよ。産業革命をマルクス経済学の立場に立って「二部門分割の再生産軌遣の確
立過程Jとして規定したりは山田盛太郎氏である。 IJ同署『口本資本主義分析Jl1934年。

3) さし当り刷稿「イギリス産業革命期の機械工業JC経済理論』第80号， 1964年7月a を参照。
-4) 1688年の名営革命以来. 19世間の初頭にかけてイギリスは多数の戦争を桂映した。アウグスプ

ルグ同盟戦争 (1689-97) スベイソ王位継軍戦争 (1701-13).スヴヱーデγ との戦争 (17日).ス
ベイ γ との戦争 (1718-20;1727; 1739-48)，骨二次γーレジア戦争 (1744 45) イγ ドにおけ
るフラ γス止の戦争(1745-49)白カノレナティックにおけるフランスとの戦争 (1751-54). 7年
哨争(1756--63)，アメリカ独立砂争 (1775-83)，ァランス革命戦争 (1793--1815) がそれであ

る。戦争によヲて直接間接もっとも経済活動の刺戟を与えられたのは鉄工業で1 この間f台頭した
イギリスの主要な鉄工業者は殆ど兵器業または造船業に関係をもっていた。耐えば17世紀京から
18世紀はじめに海軍主席の御用鉄工業者として成長した Crawley家. 18世紀中頃以降では，ス
コットランドの CarrUIl工場，北部ミドヲンドの Wrlkinョon家(持砲の中ぐり技情で有名).南
ヨ クシャーの Walker家，こ Lで車り上げる南ウヱールズの C四 wshay家はし、ずれも戦争と
関慌して大きくなった鉱工揖者である。恒し J ルプルッグデルの Do.rby家(かのョ クス

製鉄法の発明で有名〕はクエーカー教徒で. 7年戦争中の武器の注文を拒否したので，戦争によ
って大儲けしなかった。



68 (68) 第四巻第1号

1709年頃にアブラハム・ダーピーが熔鉱炉用の燃料として石炭壱使用するこ

とに成功していたことは明かであるにしても，それはまだ一般的確立・普及を

みるにいたっていなかった。したがって銑鉄生産は，木炭を入手しやすかった

森林地帯でおこなわれていた。 17世紀ではイ'/!7ランド西部とくにディ ンの

森 (Forestof Dean)が鉄生産の中心であったが， いまや中部地方が安価な木

炭のためにリードを奪い第一位にのし上ってきた。しかし南ウェーノレズはまだ

頭角を現わすにいたっていないへ

第 E期 (1750-1780年代) 銑鉄は熔鉱炉でコークスによって溶解されるよ

うになったが，鍛鉄製造部門ではまだ木炭が使用されてし、た。またこの時代は

水力が熔鉱炉のふいごやハ:/-...-ーを動かす基本的動力でs 鉄工業はし、わば過渡

期にあった。この段階の鉄工業の中心はパ ミγ ガムを中心とする巾部地方で

あった。というのはこの地方は炭田と森林の生い繁った渓谷にめぐまれていた

南東部 (Weald)

第 l表 1788年におけ石銑鉄生産

l k炭による製鉄

ι叱トセ，クス

1グ""C:I;スター γ ャ

lグラモカンンャイ
lメ Jオン

11 .カーマ←セン

(単位.ト γ)

南西部
(Forest of Dean) 

コーグスによる製鉄

一 一300ι 

2，600 11 

2，100 11 

1，80C クラモガンシャー

4C口 プレザグノァグ
南ウ品ーノレメ

6，600 

1，600 

中部地方 シーロプシャ
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北西部

ランカシャー

カンパーヲ y ド

ウエストモアラシド

カンノミ←ランド 700 

5) W. H. B_ Court， The Rise of the Mid加 ldIndusi叩 5，16凹 1838，1953， pp 172-73 
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からである。中部地方についで，南ウエ一ノルレズがγ エフイ一ノルレド地方と並んで，

コ一クス製法による銑鉄生産において頭角を現わして〈るのが注目され畠(第

1表参照)戸6め〉

第 E期 (α17乃9口一1850年) 鉄生産の全部門が木材燃料への依存から解放され，

また他の工業と同じく水流の依存からも解放された。そして以前にもまして炭

田との密接な結合が生れた。この時期はイギリス鉄工業の飛躍的発展期に当っ

ておれなかでも皇富な石炭にめぐまれていた南ウヱールズが，第2表のごと

く一躍第一位におどり出たのである九 もちろん， スタフォードジャーと'./::0..

第2表 1806， 1830， 1852年における銑鉄生産 (単位トン〉

1806 1852 

モ:-'-:( ;王、ンャー 2，444 

グロスタ-.yャー 1，629 

南ウェーノレズ 75，609 277，643 666，口00

シュロプvャー 54，966 73，418 120，000 

南スタフォードγ キ← 725，000 

北;<，タフォードシャー

〆ーピー 10，329 17，999 

ヨークシーャー 26，671 28，926 

itウzーノレズ 30，000 

ラY カシャー

j，ムパーヲ Y ド

ノ +ムJ ーランド ト四|叩ダラム 110，000 

スコヴトランド 23，240 I 37，500 I 775，000 

合 計

6) D. Mushet， Pal出向。nI'I'on and StBe!， 1840， cited from J. B. MItchel1， Hulorical Geo~ 

gra-phy， 1954， p. 267 
7) II. SCrlvenor， A CorntyohensivB History 01 thB I'Yon T.叩 de，1854， cited from 1-R. Mlt-

chell， ot. dt.， p. 268 
この時代の鉄士業の飛摺的措肢の背後に扶の三つの重要な尭明が貢献した。 (1) へソリ コー
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ロプロ V ャー壱併せた中部地方全体の鉄生産は，あし、かわらず第一位を占めて

し、畠治子。

この時代の鉄生産の飛躍的上昇は，最初は戦争による鋳鉄に対する需要増加，

ついで 1830年以降は鉄道業の発展による鍛鉄に対する需要増加にもとづく。

とくに嗣ウ z ーノレズからレーノレの供給をうけなかったイギリスの鉄道は殆どな

かったといわれる程であれまた同時に急速な発展壱みせたアメリカの鉄道建

設，アメリカほどではないがヨ ロッパの鉄道建設にも，主として宵ウェ ノレ

ズの鉄が供給された九 こうして 1839年にはイギリス銑鉄生産の 38-39o/vが

南ウヱ -Jレズで生産された九

第 W期 (1860-1913年) この時代はベ νセマー製鋼法の発明(1856年〉と

ともに，鋼の生産と利用が着実に増大した時代である問。 それとともに鉄鋼の

主産地が海岸の炭田地方へ移動した。したがって第E期に飛躍的発展をとげた

南ウェーノレズも， 1850年以降にはしだJ 叶こ相対的・絶対的地位の低下をひき起

した。南ウエールズとともに躍進をとげたスタフォードジャーの低下もいちじ

るしい。一方イ Yグランド北東海岸(ニューカスノレ炭田を中心とするノーサムパー

サンド，ダラム海岸地方)および北西海岸はし、ちじるしい発展を示す。

以上の概観によって明かなように，南ウエールズの鉄工業は， 18世紀末から

19世紀中頃にかけてのいわゆるイギリ月産業革命期においてもっともいちじ

るしい発展をとげ，産業革命の推進に大きな貢献をしたことが分る。それでは

イギリス産業草命がラ Y カV ャーやノミーミ Y ガムを中心舞台として，いわゆる

小牛摩者の向生的展開のコースを辿りつつ繰りひろげられるのに対し，南ウェ

トによる棒鉄製造過程におけるバドル法の晃~， (2) 1828年のジェずムズ ーールソン(j出"出
Neil田 n)による熱風装置の発明(鉄の生産費を対に切り下げた).(3) 蒸気機関の発明 普及，
がそれである。

8) A， H. John， The lndustrial-Develotme叫 ofSoutk Wales， 1950， pp. 104--05 

9) Ibid.. p. 164 

10) ここでは，鋼の時代は直接的考慮の対象からはずれるので，鋼生産技荷の変革，生リ産力の上昇
などについては一切省略する。吉し当り， J. C. C日 rand W. Taplin， A IIistory 01 ehe 品川品

Steel lndustγ'y， Pt. II， 1961; D. S. Landes， Technological Change and Development in 

Western Europe， 1750-1914，同 ThcCambridgc Eoonomic Historyザ Europe，Vol VI， Pl 
I， pp. 477-504; D. Burn， Tke Ec棚 omicHistory 0/ Steel-making， 1867-1939， 1961， etc を
参照。
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ーノレズの経済発展はどのような特徴的コースを辿ったのであろうか。

南ウェーノレズの工業は，一般的にいってその最初から大企業的組織をもち，

比較的大規模な投資が要求されたのであるが， ウェーノレズはイ'/!fランドと比

べると国土が貧しく，プノレジョワ的発展にもとづく農民層の分解もいちじるし

く立ちおくれていたo したがって原蓄期といわれる 18世紀前半においても，

農民層内部から資本家壱生みだすにはいたってし、なかった。産業革命の開始と

ともに，鉄鉱石とゐ炭にめぐまれていた己の地方が注目されはじめたけれども，

資本不足は乙の地方の自生的展開を不可能にした。だからこの地方の経済発展

の基本的特徴を形成したものは，まず外部からの資本導入であフた。資本の導

入ないし移動は同時に産業資本家の移動を意味したu それによってその後の南

ウェーノレズの発展が誘発されたのである。とすれば，南ウェーノレズ鉄工業の発

展を検討するに際して，その発展の担い手として処女的開拓者たる移住産業資

本家に注目し，且っその企業家的役割に焦点壱定める必要があることは明らか

であろう。

E 移住資本家の企業者的役割

一一守口ーシヱイ家 (CrawshBys)町場合

1 リチヤード・ヴローシェイの生いたち

1750年以降 50年ほどの聞に， 南ウェーノレスの開発にやってきた移住資本家

は，まさに開拓者的企業家の名にふさわしい資質を要求されたととはいうまで

もないであろう。近代的企業家の定義を与えることは犬へん困難である。しか

しいま近代的企業家の一般的基準を一応， (1) 企業動機 (motivation)，(2) 資

本調達の方法 (finance)，(3) 技術導入(i.nnovation，engineering)， (4) 市場機

会に対するセン兄 (senseof market opportunity)， (5) 変化に対す創造的反応

(creative response to -the change)，などの要素から成るものとすれば川，南ウ

11) 鳥羽欽一郎「アメリヵにおける近代企業家の塾生」社会経済史学会編『近代企業家の発生』所
収， p. 68 
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エールズの経済開発において，もっともいちじるしくこうした資質をそなえて

いたものは，おそらく商人資本家であったであろう。事実この地方に最初に入

ってきて，その繁栄の基礎をきづいたのはロ Y ドンの商人であった。そのなか

で，われわれは 19世紀はじめにイギリス最大の，いや世界最大の鉄工業者とい

われるようになったサイファ旦ファ (Cyfarthfa) のクロージェイ家の勃興過程

をあとづけてみたいと思う町。

グ日一 γ ェイ家の基礎壱きづし、たリチヤード・クローンェイの成功謂はロマ

Vチックな物語にみちている。彼は元来ヨークジャー Normantonのヨーマ

γの息子であった。 16才のとき父親と仲違いして一人で小馬にのってロ y ドy

へ来'J. 1755年 YorkYardの Bicklewith とし、う鉄卸商の下で職をみつけ

た。一説によれば，彼はそこで徒弟をつとめ上げたのち，親方に見込まれてそ

の娘と結婚した。これがその後の彼の成功をもたらす契機となった。すなわち

1763年彼の結婚とともに Bicklewithは引退し， グロ-'./:<:イに庖をゆづっ

た。彼は RichardCrawshay and Co の名前で独立の庖をもち，鉄卸業に従

事した。やがてリチヤードの姉婿 RobertMoser とパートナーシップを結ん

で事業を拡大した (Moserは巧の資本拠出)。それはテームズ河畔の Paul'sWharf 

と Bull'sWharfにそれぞれ広舗，倉庫，波止場各一つをもっていた。取扱商

品は銑鉄・棒鉄の外，鍛鉄にも手を拡げた。

こうして商人資本として発展してきたりチヤード・グロ一、ンェイは，いまや

ーそう利潤の大きい生産過程にまで支配の手巷のばそうとした。そこで彼が眼

をつけたのは，急速に発展しつつあった南ウ z ーノレ耳の鉄工業であった。その

場合の彼の成功需は，政府発行の富くじに当童書するとしサロマゾチッグな好運

も伴い，最後には Cyfarthfaの鉄工業経営者あったベ ョ γ(Anthony Bacon) 

とのパートナージッフ"を達成するととができたのである。

そもそも当時のパートナ-'./0/プなる企業形態は，たんに企業に左って資本

12) クロ シェイ事の鉄工業経営については， ]ohn P. Addis， The C叫，，'川yDyn耐 tァ AS辺udy

同 Ind叫 trialO1'g酎 .isati開 andDe開 l01抑制t，1765-1867，1957があり，以下町行論はこれに負
う左とろ大である。
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調達方法ないし資本蓄積方法として意義をもっていたばかりでなく，経営の拡

大・合理化，技術革新の手段としてすぐれた経営者や技術者を招致する方法と

しても利用された問。 これを裏からみれば，資本はなくともすぐれた経営才能

や技能の所有者であれば，パートナーとして企業経営に参加でき，社会的上昇

の道もまた開かれていたのである o この点は，大陸における閉された企業ない

し家族企業と異って，イギリスの企業構造がオープンで合理的であるといわれ

る長所であろうヘ ともかくりチャート・グロー、ンヱイもまた乙の企業形態を

利用しつつ，複雑なバートナ ジップのいくつかの過程をへて上昇してゆくな

かで，当時南ウェーノレズ取大の鉄工業者といわれたベ コγ に近づくことがで

きたことは非常な成功であったといってよし伊〉。

2 南ウ孟ーJ~ズ鉄工業への進出

南ウェーノレズ鉄工業の発展は，先にものベたように 1750年以降にはじまるの

であるが，その開拓者的企業者はロンド γの政商ア Vソニ・ベーコ Yであった。

い主一人シュロプジャーの Broseley出身のジョン・ゲスト(JohnGuest)も開

拓者的移住資本家の一人であった。 1767年ジョン・ゲストは，すでに Merthyr

Tydfilの近くで鉱山を転借 (sub-lease) で手に入れていたノレイ九 (LeWls) とメ

ートナージヅプを結んで鉄工業に進出してきた。とれによって. Dowlais鉄工

場のその後の輝かしい繁栄の一歩が踏み出された問。

ところで，ア Y ソニ・ベーョ γ町は元来北アメリカ植民地メリーラ γ ドの倉

13) Sidney Pollard. The Ge耐S~S 01 Modern 1Y[1刊 a，酬 e叫 A SIγ:dyザ thelndustrial Revo 

lution 包勿 Great Br~tain. 196t.， pp. 150-51 

14) D. S. Landes， Technological Change and Deve10pment in Western Europe， 1750-1914， 
in The Cambndge b同協"出C H~sto .，y of Europe，戸::Vol.VI， Pt. 1， p. 304 

15) しかし，リチヤード クローシェイが Cyfarthfaの鉄工場を手に入れてからはj クロ←ジェ
イ家の会社形態は韮本的に家族企業なし、し同族企業の形強をとることは注目?べきである。なお
株式会社への転化は189C年である。

16) T. S. Ashton， 1γ帥 & Steet in帥eInd則的atRevol包'4tion，2 nd ed.， 1951， }J. 95 
17) Anthony Baconの生涯については， L. B. Namier， "Anthony Bacon， M P. An Eighte 

enth-Century Merchant". ]ournal 01 Economic and Ef前 inessHistory， Vul. II， 1929， pp 
20-70をみよ。とうした下院に議席をもっ政商のいま一つの例として，同じくネイミアの Brice

Fisherにかんする研究がある。 L.B. Namler，“ Brice Fisher， M. P. A Miu-Eighteenth 

Century Merchant and his Connections"， English Histor~cal R向 "ω，Vol. 42， No， 168， 
1927 なお飯沼二郎著『地主王政の構誼~ 1出 4年，第一章イギリ λ18世紀の「政商」を審問。
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庫係であったが，ロ:-， rγに帰って政府の御用商人として大規模な事業を営む

商業資本となり，また国会議員にもなった。 1758年以降政府との契約のもとに，

アフリカにおけるイギリス軍隊に食糧を供給した一方，さらに 1764年には西イ

γド政府に黒人壱供給する奴隷貿易に従事した。やがて彼は船主となり，そし

てウェーノレズの鉱山業に企業家として進出することになる。すなわち，すでに

カYパーラ y ドから鉄鉱石の輸出に従事した経験をもっベーコンは， 176邑年

Cyfarthfaの地に約 4，000エーカーの土地壱 99年間，年 100ポンドでリースし

た。 同時に銑鉄生産のための熔鉱炉壱建設し 67年にはそれを 2基にふやし

fこ'")。

このペーコソの鉄工場が急速な発展壱開始するのは，アメリカ独立戦争の勃

発によって犬砲の需要が急速に増加したためである。一方ロソド Y のリチヤー

ド・クロー γヱイも銃砲壱軍需省iに納めていたので，クロ一、/ェイとベーコン

は軍需物資納入の点で共通の立場にあった。 ベーコ Y は 1774年に発明された

ばかりの， かのジョン・ウィノレキンソ γ (JohnWilkinson) の中ぐり技術を使

った大型鋳砲の納入に商才を発揮したが，どうしてベーコ γがクローγ ェイと

ノミートナー壱結成するにいたったのかよく分らない。 しかし， ともかく 1777

年 Baconand Ciawshay Co が結成されたことは事実である。そして同社は

軍需省から鋳砲に対する当時最大の注文壱うけた外，東イゾド会社およびサノレ

ヂユア国王からも大砲納入の注文をうけた問。

こうした大量の需要に応ずるために，ベーコ γはウェーノレズにおける鉄工業

経営の規模壱拡大し，その結果いまや Cyfarthfaには鍛治炉， 鋳造所，熔鉱

炉，大砲中ぐり工場おのおの一つ， Hirwaunにおいては熔鉱炉 1基.Plymouth 

にも賂鉱炉 1基壱もっという巨大な現根に膨れ上ったo

とιろで Baconand Crawshay Co とし、っても， クロージェイはベーコン

の鉄工業経蛍にどの程度，またし、かなる部門に関係していたかについては不明

18) ]ohn P. Addis， op. cit.， p. 2 
19) lb~d. ， p. 6 
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である。恐らくベーコンが受けとった大砲・銃砲納入契約だけに関係しておれ

しかも販売・納入の交渉にだけ関係していたように思われる。だからリチャー

ド・グ戸ー γ ェイはベーコ Y とパートヲーシップを結んだとはいえ，この段F皆

ではベーコンの巨大鉄工業企業のせいぜい販売部門の一部を担当していたにす

ぎなし、。しかしやがて彼はベーコン所有の鉄工場の主要な部分を手に入れzこ

とになる υ その過程は例によって好運にめぐまれた事情もあったが，ひたすら

事業の拡犬を望んだ企業家的精神の躍動的結果をみると長もで雪ょう叫n

1782-83年，ベーコンは南ウェーノレズの企業集団を一人で経営管理できない

ので，友人に援助を求めてその一部をリースすることにした。彼が巨大企業を

分割してリースに出したことについて，種々の事情が推測されている。一つの

理由は，ベーコ Yがアメリカ独立戦争の「死の商人」としてイギリス軍隊と同

時にアメリカ政府にも大砲を供給していたという疑いをもたれ，それがために

軍需省からの注文がストップしたということである。いまーつの理由は，ベ-

~:/はすでに年 65 才の高齢で，事業から引退する決心をしたことが軍需品の

契約者としての彼の生涯に終止符を打っととになったのであって，敵に密通し

たためではないというのである。 とも炉く彼は 1783年， Cyfarthfaにおける

大砲中ぐ h工場，鋳造所， および鍛冶工場壱年20ポ Yド， 50年の長期の契約

でハ γフレイ (Homfray) にリースした。 しかし翌 1784年に， ハンプレイは

Cyfarthfa鍛冶ユー場その他の工場設備のリ一月壱，イ云ンマスのディヴィド・タ

ンナー (DavidTanner)にサプ・リースした。大砲の注文が月トップしたため

に経蛍が苦しかったのであろう。しかしタ Yナーもまた経営が思わしくなかっ

たので， 1786年，彼はノ、 γフレイから十プ・リースした工場設備を更にリチャ

- o'・グローデェイにゆづり渡した。との年ヒはア γソニ・ベーコンが死んで

いる。そして 1794年にはリチヤード・グローγ ェイはベーコンの相続人から

Cyf町 thfaの工場をすべて買いとり，ここにリチヤードは長年の宿願を達成で

20) A. H. Coleは「事業の拡士慾jを企業者活動の特酷的要素の一つに数えている。 A.H. Cole. 
An Approach to the Study of Entrepreneurship， in Hugh G. J. Aitken (ed.)， ExPlora 
tions叫 E旬 tertl'ise.1965. p. 33 
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きたのである問。

リチヤード・クローシェイは，ハ Yプレイやタ Yナーが経営に見切りをつけ

た Cyf日 thfa工場壱手に入れたが， 彼自身どのようなb法でもって先人が見

切りをつけた経営を立て直すことができたのであろうか。

3 インノヴェイデーとしてのリチヤード・ケローシェイ

リチヤード・クローシェイの赤字企業たてなおしの決め手は，発明されたば

かりの新技術であるへVリ・コートのノミドル法の導入であった臼彼が Cyfa.rthfa

の鉄丁場壱手に入れた直後の 1787年には，当工場における棒鉄の生産力は 1週

わずか 10トンにすぎなかった。そこで 1787年リチヤードは， Fontleyにへ y

リ・コートを訪れ， パドノレ法を他の工場に先がけて導入した。 その結果， 棒

鉄生産は 1週200トYと一躍20倍も生産力が上昇したといわれる問。 これが

Cyfarthfa工場の危機を救ったのである。

へYリ・コートの発明は，石炭で加熱した反射炉 (reverberatory)に銑鉄を

入れて糊状に溶解し，反射炉の中で撹持して錬鉄素塊 (loop)をえる 1784年の

パテントと，それを樋で打って鉱淳を除去したのち，さらに熱して槌打ちの代

りにローラーにかける 1783年のパテγ下から成勺ている。従来の方法では 12

時間に lトγの棒鉄壱生産するのも困難であったのが，コートの方法によれば，

同じ時間に 15トンも生産できた叫。

コートのバテソトはある事情のために没収され， 1789年には何らの特許料を

払わなくともよいことになった。それにしてもこの発明にもっとも早く注目し，

その導入に積極的態度を示したリチヤード・グローγ ェイの企業家活動を両く

評価すべきであろう。彼の新技術導入の企業家活動は，たんに彼自身の工場の

生産力壱引き上げただけでなく，南ウェーノレズの他の鉄工業者の聞に同様な発

展を誘発し，そして南ウェーノレズ壱してイギリス棒鉄生産の中心地たらしめる

/ 

21) J. P. AddlS， ot. C冶t.，p. 12 

22) Ibid.， p. 15 

23) 小松芳喬著『英国産業革命史Jl1957年j 再訂版， pp.99-100 桑原莞爾「産業革命期における
イギリス製融業の抜術的変革 I~西洋史研究』第9 号. 1966年， pp. 80-86 
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ほどの大きな経済的・社会的影響をもったのである。 1788年にはイギリスの棒

鉄生産は約 33，000トYであったが，わずか 3年後の 1791年には， パドル法に

よる棒鉄生産だけで 50，000トYに達した。しかもその大部分は南ウエールズに

集中vn、たのである問。当時イギリス最大の鉄工場といわれた月コットラン

γのキャロン工場 (CanuuCompany)でさえ， 1791年になってやっとバ下ノレ法

を試みたといわれる町 tまど，新技術の導入普及にヰ品、ては南ウヱーノレズはまっ

たく他を圧していたのである。

こうしてグロージぶイ工場も，それに応じて飛躍的な発展を主げたととはい

うまでもないロ 1796年には熔鉱炉は 3基であったが， 目的年には 6某を所有

し， Cyfarthfaだけで 2，000人以上の労働者をやとう町一方，クロージェイ家

の経営はさらに地域的に拡大し， 1810年代から 20年代はじめにかけては町，

Blenavonおよび Nantygloにも鉄工場を建設した。この間， Cyfarthfaのグ

ローγ ェイ工場はイギリス最大，いや恐らくヨーロッバのみならず世界最大と

も、われる程の巨大企業に発展したのである問。

ところで， こうしたグローγ ェイ工場の飛躍的発展は， リチヤードの新技術

導入による近代的企業家活動，その結果としてのいちじるし〈高い利潤とその

再投資によってもたらされたものであるととはし、うまでもないであろう。株式

会社形態が資金調達方法として一般的法的に認められていない段階において

は，創業資金は自己資金に依存するか，自己および友人・知巳の資金を結集す

るパートナーγ ヅプに依存した。 また追加資本のためには， 自己金融(とくに

利潤の再投資によ己資本蓄積)ないしパートナーγ ヅプの払大に依存するか， 外

部金融とりわ付公憤や担保で借りる借款に依存するか，いづれかの方法に依存

24) T. S. Asbton， bon & Steel 同 IkeIndust'lial Revoluli帥.p. 97 
25) R. H. Ca叩 pbell，Cat'1'Oη Compa仰 1961.p.60， cited by P. Deane， The First Int1ustnal 

Revolution， 1965， p. 107 

26) ~Uのデータ によれば.Cyfarthfaは1804年には1.000人.1812年には恐ら<1.500人， 1830年
じは5，000人をやとっていたといわれる。 1799年には当時イギリス最大といわれた水車が[，4，000
の費用をついやして建設されt，'0 S. Pollard， The Genes$sザ Mode柵 Mωtu/?e附叫， 1965， p. 17 

27) 1810年にリチヤードが死ぬのでj あEは息子のウィリアム一世がつぐ。
28) . J. P. Addis， op. cit" p. 16 
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第 3表 Cyfarthfa工場にお付
る純利潤率， 1792← 98 

〈但し各項は，その月で終る
過長半年間の利潤車~*す)

1792年 7月 46.575'd
!I 12月 35.3

1793年 7月 26.8

" 12月
1794年 7月

" 12月 5.17
1795年 7月 9.77

11 12月 8.8
1796竿 7月 126

12月l
52，2 

1797年 7月J

1/ 12月l
19.7 

1798年 7月l

第99巻第1号

せねばならなかった。じyfarthfa工場の資本金

が 1790年の E14，369から 1798年には E103，9 

08へと大幅に増加しているのは， その大都分

が莫大な利潤とその再投資にもとづくものであ

るo 第 3表はこの期間における Cyfar七hfa 工

場の純利潤および利潤率がし、かに莫大なもので

あったかを示している劃。

もとよりこうした異常な高利潤争可能ならし

めた社会的客観的条件の存在を無視することは

できない。フランス苧命戦争勃発による戦争需

要の効果，蒸気力の一般的利用の拡大はもとよ

り， 1794年に完成したカーディプへ通じるグラーモーガ Y運河の開通も，

Cyfarthia工場の高利i閏に貢献した，.，。

その後ナポレオ Y戦争， 1815年以降戦後の一時的不景気をへて， 1820年代

はじめの好況， 戦争需要にかわる生産財・消費財における鉄需要の増大によ

って Cyfarthfa工場の資本金はさらに巨大化した。 すなわち 1813年には

E 160，000となり， 1820年には Hirwaunにおける投資と併せると E400，odo 

へと飛躍的にのびた。これらはすべてグローシェイ家一族のパートナージヅプ

と利潤の再投資によるものであって，外部からの借款は含まれていない。こう

したグロージェイ家の例は，鉄工業においてはむしろ異例のごとではないかと

思う。というのは南ウェ-/レスのいま一つの鉄工業者ハ Y7Vイ家の場合は，

ロンドン商人からの借款によって資金を調達しているからである。

すなわち.1784年ァ γ ヅニ・ベーコンからリ一月した Cyfarthfa工場を放棄

して，近くの Penydarren地方で石炭その他の鉱物資源、に富む土地をリースで

手に入れたハソプレイ兄弟は，ロンド yの鉄商， リチヤード・フォー-=<:/ (回目

29) A. H. John， The Indust1'ial Development 0/ So叫hWales， p. 41 
30) この週間の建設にクローシヱイ家は総資本の前%を拠出してし、る。 J.P. Addis， 0ρ cit.， p. 16 
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chard Forman) から aZ，500壱借りて，それでもって熔鉱炉 1基を建設した。

1786年にはこの工場拡張のために，フォーマ Yはパートナージップに参加する

ことを懇望された。ここに二人のハV フレイ兄弟とプォーマYの四人によるパ

ートナーγ ップが生れたが，総資本金 a14，000のうち， 7 ォーマンは a8，666 

13-4を出資している。だからリ一月した石炭その他の鉱物資源は担保とし

てフォ マγに提供され，借款に対する 5%の利子が会社の利潤から優先的に

差ヨ1かれるベきことが取決められた叫。 ころした例ほ巨大な生産設備を必要と

した鉄工場ヒおいては，むしろ普通のごとであった")

4 ウローシヱイ家の経営における生産部門と商業部門の対立

グローシヱイ家は，ハγフレイ家のように外部の商人酉金融資本の導入を必

要としなかったのはどうしてであるか。もちろんリチヤード・グロージェイの

新技術導入による企業家活動(=高い生産力)と，高度な利潤率の享受による

順調な経営が外部資本の導入を不必要にしたのであるが，いま一つ内部的要因

として，グローシェイ家が元来ロ :/F:/Iと鉄倉庫や波止場をもっ鉄卸商人であ

ったこと，つまり生産資本が同時に商業販売部門壱もっていたことに注目する

必要があろう。ロ Y ドγにおける商業部門の所有は，初期のグロ -v"，- イ家の

資本蓄積に有利に作用したのではないかと思われる。

さきにものべたように，リチヤード・グロ -v"，- イの鉄工資本家への上昇の

茎盤をきづいたものは， μγ ドγ における鉄if日商経営であった。 1772年にはリ

チャー γの姉婿に当'"ロパ ト・毛ーサ との聞にパートナーデッフ。を結成

し，ロ Y ドソでこうの庖をもっていたが， 1785午に毛ーサーは死に，その代り

にリ千ヤードの息子のウィ世アム・グローγ ェイ 世が参加して，会社の名称r

も Crawshay，Son and Companyとなった。ついで 1790年にはそーサーの未

31) A. H. John， ot ωt.， p. 33 
32) Ibid.， pp. 33-34. 1812年頃の標準では附属設備一切を含めて鉄工場を建設するためには』 少、

〈とも約主 50，000T品要jとしたとL、われる。 T.S. Ashton， ot. cit.， p. 163 鉄士業においで
さえ，固定資本よりも流動資本の方が大であったけれども z 南ウエールズ鉄工業の場合，プリス
トルやロン Vン商人の令高生的援助を仰1がねばならなかった。 S.Pollard， .. Fixed Capital !ll 

the Industnal Revolution in Britain"， Jouynaiザ Ec仰lomicHistory， Vol. XXIV， No_ 
3， 1964， pp'. 303. 310 
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亡人が再婚した第二の夫ロパート・トムソ:;./(Robert Thompson)がパートナ

ージップに加入壱ゆるされ，会社も三たび Crawshay，Son and Thompsonと

なっ花。しかしロパート・トムソンは 1798年に南ウェーノレズの Tinternに鉄

工場を手に入れて退社したので，それ以後会社名は再び Richardand Williani 

Crawshay and Co皿pany となる。

と己ろで，このロンドン商社は Cyfarthfaのクローシェイ工場の製品の販

売部門を担当し， Cyfarthfaとは別の会社組織ではあフたが，資金的には互い

に融通しあえる利点があった。ロ νドン商社が当時どれだけの利H閏をあげ，そ

のうち Cyfart.hfa工場へどれだけの資金が流れたかは，はっ雪りした数字がな

いけれども，景賓の上昇期にあったリチヤード・グロージェイ時代(-1810年〕

には，かなりの商業利潤が Cyfarthfa工場へ流れたものと想像される。しかし

Cyfarthfa工場の利潤の再投資による資本蓄積が順調に進んでくると，産業資

本支配が確立する。そしてリチヤードが両者の経営的支配権を握っている段階

では，両部門のあいだに大した車L擦はなかったが，彼の死後，にわかに対立が

表面化してくるのである。

1810年リチヤードの死後，息子のウィリアム一世があとをついで両部門の支

配者となった。しかしナポレオン戦争後の不況期が訪れると，商業部門はとく

に不振であった。 Cyfarthfa工場は販売網を拡大するために，ロ':/r~ ':/商社以

外の販売居の開拓にあせる一方，ロ:;./}~ :，1商社は向すのために Cyfarthfa工場

への依存から脱却せんとした。ロ Y ドジ商社が独立壱望んだのは，ナポレオソ

戦後の長期的不況のために利潤はひきつづき低下し， ときにはまったく存在し

ないこともあったからである。それにもかかわちず Cyfarthfa工場は，市場価

格よりも高い販売価格をロ γ ドγ商社に指示してきたへそれではやがてロゾ

33) 鉄1幽摘はナポνォγ戦投下帯傾向にあった。銑鉄のトン当りビュードル相場は， 1801-11年に
五6-15ないG f 6-5であったが，ナポνプゾ戦後はつぎのように下落している。

f d f d f， d 
1815 5 0 0 1821 4 0 1826 5 0 0 
1816 3 15 0 1822 3 15 0 1827 4 10 0 
1817 4 5 0 1823 4 0 1828 4 0 0 
1818 5 10 0 1824 5 0 1829 3 12 6 
1819 6 6 1825 7 10 0 1830 
1820 4 10 0 

B， R. Mitchell， Abst四 ct01 British Hist01'it:al Statistics， 1962， p. 492 
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ドン商社としては経営的に行きづまらざるをえなし、。ここにおいてロンドン商

社にパートナーとして参加していたウィロアムー世の息子たち(ウィリアム二

世，リチヤード，ジ z ジ)と Cyfarthfa工場の所有者でロ:/1'~ y商社の社長

として君臨していたウィリアム一世との聞に見解の対立が生れた。

しかし 1823年に利潤分配の新方式とパートナ-'./ップの再編成によって紛

争は解決された。すなわち，従来のようなこつの会社組織によってそれぞれ独

立の会社方式ではなし生産部門と商業部門が損益計算において統一されると

いう方式である。それにともなって，グロージェイ家の四人(ウィリアム一世，

ウィリアム三世，リ千ヤード， '</ 01.ージ)はそれぞれ Cyfarthfa，Hirwaunおよび

ロンドY商社の三つの会社の損誌についいて平等に 7/32の株を保有し， 残り

の 4/32はそれぞれ平等にロ Y ドγ商社のジュニ7 ・バートブーであったRouth

と Moserが保有することとなった。 そしてウィリアム一世は社長として年

J; 10.000の俸給を， ウィリアム二世は Cyfarthfa工場ρマネージャーとして

A 2.000の俸給を受けとることとなったのである叫。

こうして一応クロ--:/';>:.イ家の同族企業は内部分裂の危機を回避することが

できたけれども， しだし、に Cyfarthfaの生産資本がロ Y ドYの商業的機能を

従えてゆき，ウィリアム一世，及びそのあとをワいだウィリアム三世の独裁体

裁は強化されてゆく。ロ Y ドY商社が後退してゆくのは，産業資本の確立によ

って鉄の国内需用が増大し，販売方法も恨本的に変ったからである。もはや政

商的なロ Y ドン商社の機能は，新しい現実に則応できなくなった。また南ウエ

ーノレズとの海上輸送が困難であフた 19世紀はじめまでは， ロンド ν商社は旦

トvグの倉庫として機能できたが，鉄道が敷設された 1830年代以降はその必要

もな〈なった3九かくしてグローγzイ家は産業資本家となったのである。

34) J. P. Addis， op. cit.， p. 43 
35) Ihid.， pp_ 9A-I0G 




